
スヱ
l

セ
イ

明
・叉
十
郎
易
英
及
び
永
簡
の
姿
は
共
に
城
内
を
巡

っ
て
士
事
を
励
ま
し
た
。
こ
の
来
裂
の
報
は
十
日
金

制仰
に
鐙
し
た
が
、
利
家
は
巾
刻
を
以
て
出
馬
し
、
持

岬
削
減
に
安
っ
て
子
利
長
〈
治
時
利
勝
〉
の
松
任
よ
り
来

る
を
待
ち
、十
一
日
怒
明
用
羽
咋
郡
今
出
に
入
っ
た
が
、

敵
の
川
尻
を
守
る
者
の
知
る
所
と
な
ら
な
か
っ
た
。

利
家
乃
ち
更
に
巡
ん
で
、
村
井
長
駅

・
不
破
直
光
等

を
し
て
成
政
の
先
鋭
を
敵
ら
し
め
、
自
ら
利
長
と
共

に
城
徒
に
出
た
が
、
線
中
の
兵
之
を
見
て
門
外
に
突

附
し
た
の
で
、
共
に
力
を
毅
せ
て
斬
鍍
七
百
抗
十
級

に
及
び
、
迭
に
城
に
入
る
こ
と
を
得
た
。
こ
の
時
永

一刷は
他
か
に
本
丸
の
一
匹
を
保
つ
の
み
で
あ
っ
た
。

坪
井
山
の
本
管
に
在
っ
た
成
政
は
自
ら
手
兵
を
翠
ゐ

て
峰
雄
を
決
せ
ん
と
し
た
が
、
利
家
は
直
に
隊
形
を

強
へ
て
臨
戦
の
勢
を
一
吊
し
た
か
ら
、逢
に
箪
そ
斑

L
、

途
鳥
越
札
智
治
ぎ
て
郎
官
納
れ
た
。
鳥
越
に
は
利
家
か

ら
丹
羽
源
」
t
郎
・
目
質
問
叉
右
衛
門
を
白
い
で
あ
っ

た
が
、
二
人
は
利
家
が
末
森
に
敗
れ
た
と
の
枇
仰
を

信
じ
て
脱
走
し
た
鎚
に
、
城
容
易
に
成
政
の
恨
の
占

領
す
る
加
と
な
っ
た
。
附
し
て
利
家
は
十
二
日
部
怖

を
叙
て
金
持
に
向
っ
た
。

会
一
〉
戦
後
の
措
也
|
利
家
は
十
一

日
航
に
第
一
報
を

秀
吉
に
致
し
た
が
、
十
三
日
に
来
っ
て
鑓
を
告
げ
、

努
吉
は
十
六
日
附
を
以
て
之
を
貸
し
た
。
末
森
守
械

の
功
を
全
〈
し
た
奥
村
永
嗣

・
千
教
範
邑
等
は
、
十

六
日
利
家
か
ら
感
紋
を
受
け
、
総
各
千
僚
を
加
似
せ

ら
れ
、
ま
た
十
七
日
に
は
利
長
か
ら
も
岡
山
山
肌
を
授
け

ら
れ
た
。

ス
ヱ
モ
リ
ヤ
マ
末
森
山

初
咋
都
下
菅
間
部
訴

か
ら
京
に
括
る
山
。
山
隣
に
末
森
城
剖
が
あ
る
。
お

さ
一
四
O
米
。
地
質
第
三
紀
日
目
。
期
間
宮
水
の
三
州
奇

談
に
末
森
の
臼
脅
の
一
簡
を
掲
げ
て
、
そ
の
う
ち
に

『
此
防
に
あ
る
木
魂
餅
を
狗
〈
が
如
し
。
試
み
に
谷

に
入
り
て
惑
を
寂
す
る
に
、
制
方
の
制
に
こ
た
へ

て
、
餅
自
の
拍
子
の
如
し
。
』
と
記
す
る
が
、
来
し

て
か
〈
の
如
〈
な
る
や
否
や
を
知
ら
ぬ
。

ス
ヱ
ヨ
シ
末
吉

mm
咋
郷
則
松
庄
に
闘
す
る
部

世
間
。
能
宥
名
跡
志
に
、『
此
村
の
締
爪
に
自
然
布
の
地

磁
あ
り
。
此
村
の
郡
山
と
い
ふ
者
は
、
苦
戦
線
の
市

安
ら
せ
て
給
は
り
し
と
て
、
太
刀
の
小
柄
脅
取
山
田

へ
有
。
い
か
に
も
古
き
物
の
闘
。
今
失
せ
に
き
と
い

ふ
。
』
と
あ
る
。

ス
ヱ
ヨ
シ
ジ
ヨ
ウ
末
吉
妓
刑
制
同
制
米
首
に
在

っ
て
、
高
さ
六
O
米
許
の
小
丘
で
あ
る
。
鎚
殺
到
三

州
志
政
機
考
に
之
を
篠
山
と
も
い
」
如
く
記
し
て
ゐ

一V
司

令

る
の
は
、城
山
の
治
問
で
あ
ら
号
。
能
昌
明
名
跡
芯
に
、

『
手
町
何
某
の
城
跡
あ
り
。
今
城
市
の
脳
同
あ
り
て
、

金
巾
は
灯
飽
の
手
向
金
線
御
家
巾
よ
り
有
闘
。
』
と
あ

る。
ス
ヱ
ヨ
シ
ヒ
ヨ
シ
ジ
ン
ジ
ヤ

末
吉
田
吉
紳
社

刑
制
同
部
末
吉
に
鏑
路
す
る
。
式
内
山
守
山
的
制
限
に
、
『
米

士
口
日
吉
榊
社
。
畑
松
庄
内
末
吉
村
銀
座
。
部
副
也
。
』

と
見
え
る
も
の
で
、
こ
の
枇
荷
式
内
の
百
泊
出
荷
紳

祉
に
録
す
る
は
制
純
で
あ
る
。

ス
ン
キ
ン
ザ
ツ
シ
寸
錦
雑
誌
一
加
。
史
議止
干し

多
〈
集
め
た
も
の
。
前
田
家
の
目
録
に
は
背
地
抽
出
と

あ
る
が
、
本
お
に
は
そ
の
却
が
見
え
ぬ
。

ス
ン
キ
ン
ザ
ツ
ベ
ン
寸
錦
雑
編
一
加
。
若
者

不
明
。
織
間
氏
か
ら
徳
川
初
期
に
か
け
て
の
文
告
を

集
め
た
も
の
で
、
前
回
利
家
・
利回目
・利
防
・
光
-M
に

闘
し
た
も
の
が
多
い
。

ス
ン
キ
ン
ザ
ツ
白
書
寸
錦
毅
銭
二
品
川
。
若
者

不
明
。
室
川
時
代
の
米
、
天
文
・弘
治
:
武
臓
か
ら
、

元
組
・
天
正
の
諮
問
そ
集
め
た
も
の
で
加
賀
・飽
積
に

関
す
る
も
の
が
可
な
り
多
〈
、
花
押
は
中
山
口
に
則
さ

れ
て
居
る
。

セ
シヒ
ヲ

出
品
川
熊
木
院
に
邸

瀬
鼠

セ
ア
ラ
シ

す
る
部
古
川
。

セ
イ
イ
ヲ
ベ
ン
生
育
鱗

一
加
。
蜘
罰
努
討
。

人
附
生
育
の
事
、
附
叫
姉
芳
生
の
邸
、
焔
人
心
得
の

m

m
守
今
一
減
せ
ろ
。

セ
イ
ウ
ン
ジ

誓
蓮
寺

以
南
部
穴
水
大
町
に
在

っ
て
、
園出宗
東
仮
に
回
す
ろ。

セ
イ
エ

清
窓

河
北
郷
供
利
伽
縦
四
叫
宗
取
扱
沌

現
寺
十
三
代
。
慾
日
院
郁
恕
の
陥
酬
で
、
洗
般
と
脱
し

た
o
w
H
政
況
何
十
凶
来
院
総
附
の
門
に
入
り
、
文
政
三

年
四
日
司
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
保
十
一

一年
限
時
し
て
来
務

院
の
蹴
令
市
さ
れ
、
十
三
年
七
月
叶
三
日
波
、
町村F
M咋

六
十
五
。

セ
イ
エ
ン
ジ

容
悶
寺
能
決
部
小
松
凶
川
に
在

っ
て
、
出抽出
山
と
鋭
L
、
持
土
宗
に
臨
す
る

o
E保

二
年
倣
件
の
削
川
泊
。

セ
イ
カ
イ
ジ

誓
海
寺

河
北
郡
内
日
向
に
あ
っ

て
、
園出
宗
東
一
献
に
歯
す
る
。

セ
イ
ガ
歩
シ
キ
主
宰
旨
錦
一
加
。
林
磁
一
帯
。

此
の
間
口
は
儒
道
に
於
い
て
一
元
気
椴
の
迎
制
問
慌
に

関
す
る
践
諭
が
川
国
々
で
あ
る
の
を
、
朱
子
の
設
を
園
田

と
し
て
論
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
怨
賂
に
『
乙
来
各

月
某
日
早
起
録
=
此
傑
-
』
と
あ
る
。

セ
イ
ガ
タ
ジ
ザ
イ

雲間平
自
寵

=
一冊
。
安
永
抗

年
新
計
由
航
討
。
同
小
間
本
科

M
m
m正
法
な
ど
の
附闘

争
山
お
い
て
、
的
滋
宥
論
排
し
た
も
の
で
あ
る
。

セ
イ
ガ
ヲ
ポ
ウ

清
問中
坊

金
抑
飯
島
川
に
在
る
。

山
蹴
は
志
尾
山
。
初
め
舘
山
慌
の
山
伏
で
あ
っ
た

が
、
明
治
抗
年
修
陪
棋
を
禁
ぜ
ら
れ
た
か
ら
良
吉
宗
に

四
五
六

臥
↑
甲
小
…
湖
南
に
在
っ
て
、

隠
し
た
。

セ
イ
ガ
ン
ジ

誓
願
寺

金
抑
上
小
川
別
に
在
っ

て
、
来
迎
山
と
蹴

L
、
海
土
宗
に
邸
す
る
。
覧
永
十

三
年
総
光
之
を
六
枚
町
に
建
立
し
、
究
文
十
年
二
代

前
玄
の
昨
今
の
地
に
移
制
し
た
。

セ
イ
ガ
ン
ジ

誓
願
寺

能
築
制
問
本
折
に
在
っ

て
、
山
澗
宗
に
因
す
る
。
安
永
-
一
年
天
徳
院
の
大
年

努
有
が
限
訟
の
後
間
協
小
松
に
加
盟
て
た
も
の
で
、
安

政
二
年
今
の
地
に
鴨
じ
た
。

セ
イ
ガ
ン
ジ
マ
へ

き
願
寺
前

金
仰
の
初
町
名
。

文
政
四
年
二
且
制
地
の
一
部
中
一町
奉
行
抗
前
と
し
た

時
、
卯
医
村
領
新
町
を
、
川
よ
り
悶
は
卯
反
凶
お
寺

前
、
川
よ
り
北
は
卯
辰
符
願
寺
前
と
す
る
と
あ
る。

明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
の
時
上
小
川
町
に
闘
せ
し

め
た
。

征
韓
の
役

セ
イ
カ
ン
ノ
エ
キ

エ
キ

征
明
の
役
。

セ
イ
キ
ユ
ウ
モ
ン
ド
ウ

溺
悲
問
答

本

町
三
附
、

俗
説
=
一
加
。
上
凶
耕
詰
。
天
保
七
年
の
凶
作
の
欣
と
、

之
に
桝
制
す
る
数
急
の
手
段
、
滞
政
の
町
議
、
終
端
仰
の

鮒
節
等
に
闘
し
、
龍
野
子
の
聞
に

μ有
老
人
が
答
へ

た
惚
に
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

ー
セ
イ

ミ
Y
ノ

セ
イ
ゲ
ツ
イ
ン

清
月
院

加
賀
滞
宅
第
六
代
前

m吉
徳
の
側
室
鈴
木
氏
の
訟
蹴
。
詳
し
〈
は
前
月
院

智
党
妙
聞
大
姉
。

セ
イ
ケ
ン
イ
コ
ウ

膏
軒
遺
稿

一
加
。
安
升
川
出

比
の
詩
文
集
で
、
そ
の
別
間
後
大
正
十
五
年
門
人
間
出

良
川
剖
が
編
集
刊
行
し
た
も
の
。
波
文
二
十
節
、
邦
文

意
見
mu
二
郎
、
詩
賦
四
十
抗
首
を
収
め
て
ゐ
る。

セ
イ
ゲ
ン
ジ

誓
玄
寺

河
北
部
狩
邸
野
に
在
っ

て
、
長
宗
取
仮
に
邸
す
る
。

セ
イ
ゲ
ン
ジ

誓
源
寺

田県
宗
来
援
に
臨
す
る。


